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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 
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製品保証と注意事項 
 
 
「保証期間」 
 
本製品の保証期間は、ご購入日より 1 ヶ年とさせていただきます。 
 
「保証範囲」 
 
保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側において機器の修理または交換を行います。 
但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、保証対象から除外させていただきます。 
 

 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
 故障の原因が納入者以外の事由による場合 
 外装部品の損傷 
 自然劣化・消耗部品 
 需要者側で改造・修理を行った場合 
 天災地変による場合 

 
尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害はご容赦いただき

ます。 
 
「修理」 
 
修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 
「電波障害自主規制について」 
 
本装置は米国通信規制「FCC 第 15 条補足 J」による計算機器制約条件に適合しております。商業環境での使用に

おいて妥当な保護措置がなされています。しかし、住宅地域でのご使用は妨害（ﾗｼﾞｵ･ﾃﾚﾋﾞなどの受信障害）が起こ

ることがあります。 
 
「その他」 
 
● 納入品の価格には、ｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
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安全上の注意 
 
安全にお使い頂くために必ずお守りください。 
 
警告・注意表示は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然
に防ぐために守って頂きたい事項を示しています。 
その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから、本文をお読み下さい。 
 
 
           この表示を無視して誤った取り扱いをすると死亡または重傷を負う可能性が 

想定される内容を示しています。 
 
 
           この表示を無視して誤った取り扱いをすると傷害を負う可能性が想定される 

内容および物的損傷の発生が想定される内容を示しています。 
 
 
 

絵記号の意味 
 
           
 
 
 
 

＜注意＞ 
一般的な注意、警告、危険の通知
を示しています。 

           
 
 
 
 

＜禁止＞ 
一般的な禁止を示しています。 
 

 
 
 
 
 

＜発火注意＞ 
発火の可能性が想定されることを
示しています。 

 ＜水気禁止＞ 
風呂、シャワーなどの 
水気の多い場所での使用を禁止
することを示しています。 

 
 
 
 
 

＜感電注意＞ 
感電の可能性が想定されることを
示しています。 

 
＜分解禁止＞ 
製品の分解や改造を禁止するこ
とを示しています。 

 
＜破裂注意＞ 
破裂の可能性が想定されることを
示しています。 

 
＜ケガ注意＞ 
指を挟まれるなど、ケガを負う可
能性が想定されることを示して
います。 

 

警告 

注意  
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■本装置を絶対に分解しないで下さい。故障・感電（火災）の原因になります。 
 
 
 
 
■直射日光が長時間当たる場所、粉塵の多い場所、湿気が異常に多い場所、水を扱う場所、暖房機器などの発熱物

の近くなでは使用しないで下さい。故障・感電（火災）の原因になります。 
 
 
 
 
■ケーブルに重いものを載せないで下さい。また、ケーブルをねじったり、強く引張ったりしないで下さい。 

ケーブルの被覆破れや断線が発生し、故障・感電（火災）の原因になります。 
 
 
 
 
■引火性のガスや発火性の物質のある場所及び薬品や化学物質などを扱う場所では、絶対に使用しないで下さい。 

火災・爆発・故障の原因になります。 
 
 
 
 
■故障した状態のままで使用しないで下さい。異臭がする、煙が出たなどの異常が生じた時は、すぐに接続してい

る機器の電源をＯＦＦにし、コネクタを抜いて下さい。感電（火災）の原因になります。 
  
 
 
 

 

警告 
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注意 
 
■使用可能な温度・湿度内で使用して下さい。故障の原因になります。 
 
 
 
 
■濡れた手でケーブルの接続や取り外しを行わないで下さい。故障・感電の原因になります。 
  
 
 
 
■長期的な振動（バイクの荷台や自転車での移動）や強いショック（落下）を与えないで下さい。 

故障の原因になります。 
 
 

 
■温度が激しく変化する場所（夏場の車内）や熱器具など熱を発生する物の近くに放置しないで下さい。 
 装置のケースが変形したり、故障の原因になります。 
 

 
 
 
■不安定な場所（棚など）でのご使用や保管は避けて下さい。不用意な落下による故障やけがの原因になります。 
 
 
 
 
■揮発性の高い有機溶剤（シンナー・ベンジンなど）や薬品、化学雑巾で拭かないでください。 

また、殺虫剤を吹きかけないで下さい。ケースの変形や変色の原因になります。 
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1. はじめに 
この度は、弊社ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｼﾘｰｽﾞ(以下、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ)をお買い上げいただきありがとうございます。 
本書は、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定方法を記載した別冊ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ｶﾞｲﾄﾞです。基本的な導入方法に関しては、製品

に同梱されている導入ｶﾞｲﾄﾞに書かれていますので、補足ｶﾞｲﾄﾞとしてご利用ください。 
 
本書に掲載しているｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取ることで、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞのｲﾝﾀｰﾌｪｲｽや読み取りに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定が行え

ます。設定されたﾊﾟﾗﾒｰﾀは、不揮発性ﾒﾓﾘに保存されるため、電源をｵﾌにして設定が消えることはありません。 
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2. ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 

 

/ $ % E N T  
 

設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、設定ﾓｰﾄﾞに入ります。 

 

Z E N D  
 

設定終了 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更内容を保存

し、設定ﾓｰﾄﾞを終了します。 

 

Z E X T  
 

設定ｷｬﾝｾﾙ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更内容を保存せ

ずに、設定ﾓｰﾄﾞを終了します。 

 

Z A D E  
 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ設定を除く、全

ﾊﾟﾗﾒｰﾀを工場出荷時の値にﾘｾｯﾄします。 

 

Z D E F  
 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞに関する全ﾊﾟﾗﾒ

ｰﾀを工場出荷時の値にﾘｾｯﾄします。 

 

Z K B D  
 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに

関する全ﾊﾟﾗﾒｰﾀを工場出荷時の値にﾘｾｯﾄします。 

 

Z 2 3 2  
 

RS232C/USB-COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、RS232C/USB-COM ｲﾝﾀｰ

ﾌｪｲｽに関する全ﾊﾟﾗﾒｰﾀを工場出荷時の値にﾘｾｯﾄします。 

 

Z V E R  
 

ﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝを出力し

ます。 

 

Z I S P  
 

ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾓｰﾄﾞ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、USB-COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで初

期化された後、ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾓｰﾄﾞに移行します。 
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3. 一般動作に関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
3.1. 小文字/大文字変換 

設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 F 8 0  
無し ■ 

8 F 8 1  
小文字・大文字反転変換  

8 F 8 2  
小文字変換  

8 F 8 3  
大文字変換  

 

3.2. ｺｰﾄﾞ桁数送信 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 C 5 0  
無し ■ 

8 C 5 1  
有り  

 

3.3. ｺｰﾄﾞ名送信 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 C 0 0  
無し ■ 

8 C 0 1  
有り  
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3.4. ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 C 4 0  
無し ■ 

8 C 4 1  
有り  

 

3.5. ｺｰﾄﾞ ID 送信 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 C 3 0  
無し ■ 

8 C 3 1  
有り  

8 C 2 0  
読取ﾃﾞｰﾀの前に送信 ■ 

8 C 2 1  
読取ﾃﾞｰﾀの後に送信  

 
 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ ｺｰﾄﾞ ID 
UPC-A A 
UPC-E E 
JAN-13/EAN-13 F 
JAN-8/EAN-8 FF 
ｺｰﾄﾞ 39 M 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 I 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 H 

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 G 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) N 

ｺｰﾄﾞ 128 K 

ｺｰﾄﾞ 93 L 

ｺｰﾄﾞ 11 O 
MSI/PLESSEY P 
UK/Plessey R 
Telepen S 
GS1 Databar T 
GS1 Databar Limited U 
GS1 Databar Stacked V 
GS1 Databar Expanded W 
GS1 Databar Expanded Stacked X 
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3.6. 読取照合 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 B 7 0  
無し  

8 B 7 1  
有り ■ 

8 1 0 2  

読取照合回数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~10 です。例えば、5 回に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢読取照合回数｣｢0｣｢5｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

02 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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3.7. 読取ﾓｰﾄﾞ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 A C 2  

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞｵﾌﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾋﾞｰﾑを照射し、読み取りを開始します。 
正しくﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝするか、読取ﾀｲﾑｱｳﾄで設定された時間が

経過すると、読み取りを終了します。 

■ 

8 A C 4  

ﾓｰﾒﾝﾀﾘﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押している間、ﾋﾞｰﾑを照射し、読み取りを試みます。

ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを話すと、読み取りを終了します。 
 

8 A C 5  

ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを一度押すと、ﾋﾞｰﾑを照射して読み取りを開始し、再

度押すと、読み取りを終了します。 
 

8 A C 3  

ﾀｲﾑｱｳﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾋﾞｰﾑを照射し、読み取りを開始します。 
読取ﾀｲﾑｱｳﾄで設定された時間が経過すると、読み取りを終了し

ます。 

 

8 A C 1  

ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
常にﾋﾞｰﾑを照射し、読み取りを試みます。 

 

8 A C 0  

ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 
ﾃｽﾄ専用ﾓｰﾄﾞです。通常運用では、使用しないでください。 

 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 A 6 0  

紙面検知機能 ｵﾌ 
紙面検知機能をｵﾌにします。 

■ 

0 A 6 1  

紙面検知機能 ｵﾝ 
紙面検知機能をｵﾝにします。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読取ｴﾘｱにかざすと、ﾋﾞ

ｰﾑを照射し、自動的に読み取りを試みます。 

□ 
(CM-008) 

 
 
✔読取ﾓｰﾄﾞを変更する場合は、先に紙面検知機能をｵﾌに設定してください。 
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3.8. 読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 1 7 2  

読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 で、単位は秒です。例えば、10 秒

に設定したい場合は、｢設定開始｣｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣｢1｣｢0｣｢確定｣

｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

05 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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3.9. ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ 
ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ付きの EAN/UPC ｺｰﾄﾞを確実に読み取るためのﾀｲﾑｱｳﾄ時間を設定します。 
 

設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 1 3 2  

ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 で、単位は 100 ﾐﾘ秒です。例えば、

1 秒に設定したい場合は、｢設定開始｣｢ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ｣｢1｣｢0｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

10 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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3.10. ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ読取桁数 1 
読み取り可能な全ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙに適用する最大読取桁数及び最小読取桁数を設定します。 
 

設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 1 F 2  

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、40 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ最大読取桁数｣｢4｣｢0｣｢確定｣｢設

定終了｣の順でｽｷｬﾝします。00 は、設定無しを意味します。 

0 

8 1 E 2  

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、05 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ最小読取桁数｣｢0｣｢5｣｢確定｣｢設

定終了｣の順でｽｷｬﾝします。00 は、設定無しを意味します。 

0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
 

                         
 
1 JAN/EAN/UPC ｺｰﾄﾞのような桁数が固定されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙには影響しません。 
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4. ｽｷｬﾅﾓｰﾄﾞに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
4.1. ﾊﾟﾜｰｵﾝﾐｭｰｼﾞｯｸ 

設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 A 4 0  
無し  

0 A 4 1  
有り ■ 

 

4.2. 同一ｺｰﾄﾞ読取防止 2 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 B 6 0  
無し ■ 

8 B 6 1  
有り  

 
 

                         
 
2 ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ/ﾓｰﾒﾝﾀﾘ-ﾓｰﾄﾞ専用のﾊﾟﾗﾒｰﾀです。 
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4.3. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 B 0 0  
無し  

8 B 0 1  
有り ■ 

8 1 4 2  

ﾋﾞｰﾌﾟ音量 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~10 です。例えば、音量ﾚﾍﾞﾙを 5 に設

定したい場合は、｢設定開始｣｢ﾋﾞｰﾌﾟ音量ﾚﾍﾞﾙ｣｢0｣｢5｣｢確定｣

｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

05 

8 1 6 2  

ﾋﾞｰﾌﾟ音色 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に確定ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。設定

範囲は 00~50 で、単位は 100Hz です。例えば、1KHz に設定

したい場合は、｢設定開始｣｢ﾋﾞｰﾌﾟ音色｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終

了｣の順でｽｷｬﾝします。 

27 

8 1 5 2  

ﾋﾞｰﾌﾟ時間 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に確定ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。設定

範囲は 000~255 で、単位は 10 ﾐﾘ秒です。例えば、1 秒に設

定したい場合は、｢設定開始｣｢ﾋﾞｰﾌﾟ時間｣｢1｣｢0｣｢0｣｢確定｣｢設

定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

5 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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4.4. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ 3 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 B 2 0  
無し ■ 

8 B 2 1  
有り  

8 1 A 2  

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ動作時間 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に確定ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。設定

範囲は 00~99 で、単位は 10 ﾐﾘ秒です。例えば、100 ﾐﾘ秒に

設定したい場合は、｢設定開始｣｢ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ動作｣｢1｣｢0｣｢確定｣

｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

10 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
 

                         
 
3 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀを搭載したﾓﾃﾞﾙでのみ設定可能です。 
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5. ﾎｽﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
5.1. ﾎｽﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 D C 1  
USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ/ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ■ 

0 D C 2  
RS232C/USB-COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ  
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5.2. USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ/ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
5.2.1. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 

設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

1 D C 0  
101/104 英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ  

1 D C 2  
106/109 日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ■ 

 

5.2.2. CAPS ﾛｯｸ 4 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

1 B 8 0  
自動  

1 B 8 1  
ALT+ﾃﾝｷｰ  

1 B 8 2  
CAPS ﾛｯｸｵﾌ ■ 

1 B 8 3  
CAPS ﾛｯｸｵﾝ  

 

5.2.3. 数字ﾃﾞｰﾀ送信 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

1 A 7 0  
ﾃﾝｷｰ送信無し ■ 

1 A 7 1  
ﾃﾝｷｰ送信有り  

 

                         
 
4 一部の PC で正しく動作しない場合があります。 
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5.2.4. 送信ｽﾋﾟｰﾄﾞ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

1 B D 8  
低速  

1 B D 9  
中速  

1 B D A  
高速 ■ 

 

5.2.5. 送信ﾃﾞｨﾚｲ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

1 0 6 2  

ﾃﾞｰﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 で、単位は 500 ﾐﾘ秒です。例えば、

10 秒に設定したい場合は、｢設定開始｣｢ﾃﾞｰﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ｣｢5｣｢0｣

｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

1 0 5 2  

ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 で、単位はﾐﾘ秒です。例えば、10
ﾐﾘ秒に設定したい場合は、｢設定開始｣｢ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ｣｢1｣｢0｣

｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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5.3. RS232C/USB-COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
5.3.1. USB-COM ﾓｰﾄﾞ 

設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

2 A 0 0  
無し ■ 

2 A 0 1  
有り  

 

5.3.2. ﾎﾞｰﾚｰﾄ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

2 B D C  
115,200bps ■ 

2 B D B  
57,600bps  

2 B D A  
38,400bps  

2 B D 9  
19,200bps  

2 B D 8  
9,600bps  

2 B D 7  
4,800bps  

2 B D 6  
2,400bps  

2 B D 5  
1,200bps  

 

5.3.3. ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

2 A 6 0  
7 ﾋﾞｯﾄ  

2 A 6 1  
8 ﾋﾞｯﾄ ■ 
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5.3.4. ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

2 A 7 0  
1 ﾋﾞｯﾄ ■ 

2 A 7 1  
2 ﾋﾞｯﾄ  

 

5.3.5. ﾊﾟﾘﾃｨ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

2 C D 0  
無し ■ 

2 C D 1  
奇数  

2 C D 2  
偶数  

 

5.3.6. ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

2 C C 0  

無し 
無手順通信を行います。 

■ 

2 C C 1  

RTS/CTS 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、ﾃﾞｰﾀ送信開始する際、自信の RTS ﾗｲﾝをｱｸﾃｨﾌﾞ

にして、自信の CTS ﾗｲﾝがｱｸﾃｨﾌﾞになるのを待ちます。CTS ﾗｲ

ﾝがｱｸﾃｨﾌﾞになると、ﾃﾞｰﾀ送信を行います。設定された送信ﾀｲ

ﾑｱｳﾄ時間内に、CTS ﾗｲﾝがｱｸﾃｨﾌﾞにならない場合は、ｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟ

(ﾋﾞｰﾌﾟ 5 回)を鳴動し、ﾃﾞｰﾀを破棄します。 

 

2 C C 3  

ｽｷｬﾅﾚﾃﾞｨ 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、電源が ON になると、自信の RTS ﾗｲﾝをｱｸﾃｨﾌﾞ

にします。ﾃﾞｰﾀ送信開始する際、ﾃﾞｰﾀ自信の CTS ﾗｲﾝがｱｸﾃｨﾌﾞ

になるのを待ち、CTS ﾗｲﾝがｱｸﾃｨﾌﾞになると、ﾃﾞｰﾀ送信を行い

ます。 

 

2 C C 4  

ﾃﾞｰﾀﾚﾃﾞｨ 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、ﾃﾞｰﾀ送信開始する際、自信の RTS ﾗｲﾝをｱｸﾃｨﾌﾞ

にして、自信の CTS ﾗｲﾝがｱｸﾃｨﾌﾞになるのを待ちます。CTS ﾗｲ

ﾝがｱｸﾃｨﾌﾞになると、ﾃﾞｰﾀ送信を行います。 

 

2 C C 5  

XON/XOFF 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、ﾎｽﾄから XOFF(11h)を受信すると、ﾃﾞｰﾀ送信

を中止し、XON(13h)を受信すると、再開します。 
 

 



CM Series ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ｶﾞｲﾄﾞ 

pg. 27 
Copyright © 2014 

5.3.7. 送信ﾃﾞｨﾚｲ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

2 0 6 2  

ﾃﾞｰﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 で、単位は 500 ﾐﾘ秒です。例えば、

10 秒に設定したい場合は、｢設定開始｣｢ﾃﾞｰﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ｣｢5｣｢0｣

｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

2 0 5 2  

ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 で、単位はﾐﾘ秒です。例えば、10
ﾐﾘ秒に設定したい場合は、｢設定開始｣｢ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ｣｢1｣｢0｣

｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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5.3.8. 送信ﾀｲﾑｱｳﾄ 
ここで設定された時間内にﾃﾞｰﾀ送信が正常に行われなければ、送信ﾀｲﾑｱｳﾄｴﾗｰとなります。 
 

設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

6 0 7 2  

送信ﾀｲﾑｱｳﾄ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 で、単位は秒です。例えば、10 秒

に設定したい場合は、｢設定開始｣｢送信ﾀｲﾑｱｳﾄ｣｢1｣｢0｣｢確定｣

｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

03 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
6.1. UPC-A 

設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

A A 7 0  
読み取り無し  

A A 7 1  
読み取り有り ■ 

A B 9 0  
ｱﾄﾞｵﾝ無し ■ 

A B 9 1  
ｱﾄﾞｵﾝ 2  

A B 9 2  
ｱﾄﾞｵﾝ 5  

A B 9 3  
ｱﾄﾞｵﾝ 2 & 5 ■ 

A A 0 0  
ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ無し ■ 

A A 0 1  
ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ有り 5  

A A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

A A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

A A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

A A 5 1  
先頭 0 削除有り  

 

                         
 
5 確実にｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞを読み取りたい場合は、｢ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ有り｣に設定してください。 

ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄの値は、P.16 ｢3.9. ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ｣で設定します。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

A 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 
 
ﾋﾝﾄ 
先頭が 0 の JAN13 を 13 桁で出力したい場合は、下記の順で

ｽｷｬﾝしてください。 
「設定開始」「前方削除桁数」「0」「確定」「設定終了」 

01 

A 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6.2. UPC-E 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

B A 7 0  
読み取り無し  

B A 7 1  
読み取り有り ■ 

B B 9 0  
ｱﾄﾞｵﾝ無し ■ 

B B 9 1  
ｱﾄﾞｵﾝ 2  

B B 9 2  
ｱﾄﾞｵﾝ 5  

B B 9 3  
ｱﾄﾞｵﾝ 2 & 5 ■ 

B A 0 0  
ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ無し ■ 

B A 0 1  
ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ有り 6  

B A 1 0  
EAN-13 変換無し ■ 

B A 1 1  
EAN-13 変換有り  

B A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

B A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

B A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

B A 5 1  
先頭 0 削除有り  

 

                         
 
6 確実にｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞを読み取りたい場合は、｢ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ有り｣に設定してください。 

ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄの値は、P.16 ｢3.9. ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ｣で設定します。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

B 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

B 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6.3. JAN/EAN-13 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

C A 7 0  
読み取り無し  

C A 7 1  
読み取り有り ■ 

C B 9 0  
ｱﾄﾞｵﾝ無し ■ 

C B 9 1  
ｱﾄﾞｵﾝ 2  

C B 9 2  
ｱﾄﾞｵﾝ 5  

C B 9 3  
ｱﾄﾞｵﾝ 2 & 5 ■ 

C A 0 0  
ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ無し ■ 

C A 0 1  
ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ有り 7  

C A 1 0  
ISBN/ISSN 変換無し ■ 

C A 1 1  
ISBN/ISSN 変換有り  

C A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

C A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

C A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

C A 5 1  
先頭 0 削除有り  

 

                         
 
7 確実にｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞを読み取りたい場合は、｢ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ有り｣に設定してください。 

ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄの値は、P.16 ｢3.9. ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ｣で設定します。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

C 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

C 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6.4. JAN/EAN-8 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

D A 7 0  
読み取り無し  

D A 7 1  
読み取り有り ■ 

D B 9 0  
ｱﾄﾞｵﾝ無し ■ 

D B 9 1  
ｱﾄﾞｵﾝ 2  

D B 9 2  
ｱﾄﾞｵﾝ 5  

D B 9 3  
ｱﾄﾞｵﾝ 2 & 5 ■ 

D A 0 0  
ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ無し ■ 

D A 0 1  
ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ有り 8  

D A 1 0  
EAN-13 変換無し ■ 

D A 1 1  
EAN-13 変換有り  

D A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

D A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

D A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

D A 5 1  
先頭 0 削除有り  

 

                         
 
8 確実にｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞを読み取りたい場合は、｢ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ有り｣に設定してください。 

ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄの値は、P.16 ｢3.9. ｱﾄﾞｵﾝﾀｲﾑｱｳﾄ｣で設定します。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

D 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

D 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
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% 0 0  
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% 0 1  
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% 0 2  
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% 0 3  
4 

% 0 4  
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% 0 7  
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% 0 8  
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% 0 9  
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6.5. ｺｰﾄﾞ 39 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

E A 7 0  
読み取り無し  

E A 7 1  
読み取り有り ■ 

E B 9 0  
ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り無し ■ 

E B 9 1  
ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り有り  

E A 2 0  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し ■ 

E A 2 1  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り  

E B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

E B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り  

E A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

E A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

E A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

E A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

E 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

E 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

E 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

E 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 
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6.6. ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

H A 7 0  
読み取り無し  

H A 7 1  
読み取り有り ■ 

H B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

H B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り  

H A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

H A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

H A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

E A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

H 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

04 

H 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

H 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

H 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 
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6.7. ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

I A 7 0  
読み取り無し ■ 

I A 7 1  
読み取り有り  

I B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

I B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り  

I A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

I A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

I A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

I A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

I 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

04 

I 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

I 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

I 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
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% 0 2  
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% 0 3  
4 

% 0 4  
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% 0 5  
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% 0 6  
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% 0 7  
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% 0 8  
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% 0 9  
確定 
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6.8. ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

J A 7 0  
読み取り無し ■ 

J A 7 1  
読み取り有り  

J B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

J B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り  

J A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

J A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

J A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

J A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

J 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

04 

J 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

J 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

J 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 
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6.9. ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

G A 7 0  
読み取り無し  

G A 7 1  
読み取り有り ■ 

G B 9 0  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ ABCD/ABCD ■ 

G B 9 1  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ abcd/abcd  

G B 9 2  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ ABCD/TN*E  

G B 9 3  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ abcd/tn*e  

G A 2 0  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し ■ 

G A 2 1  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り  

G B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

G B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 9  

G A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

G A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

G A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

G A 5 1  
先頭 0 削除有り  

 

                         
 
9 Mod 16 によるﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査を行います。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

G 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

G 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

G 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

G 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 
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6.10. ｺｰﾄﾞ 128 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

F A 7 0  
読み取り無し  

F A 7 1  
読み取り有り ■ 

F B 9 0  
GS1-128 読み取り無し ■ 

F B 9 1  
GS1-128 読み取り有り 10  

F B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し  

F B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り ■ 

F A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

F A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

F A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

F A 5 1  
先頭 0 削除有り  

 

                         
 
10 先頭の FNC1 は、]C1 に、その他の FNC1 は、GS(1Dh)に変換されます。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

F 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

F 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

F 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

F 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 
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6.11. ｺｰﾄﾞ 93 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

K A 7 0  
読み取り無し ■ 

K A 7 1  
読み取り有り  

K B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

K B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り (1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ)  

K B B 2  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り (2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ)  

K A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

K A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

K A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

K A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

K 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

K 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

K 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

K 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6.12. ｺｰﾄﾞ 11 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

L A 7 0  
読み取り無し ■ 

L A 7 1  
読み取り有り  

L B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し  

L B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り (1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ)  

L B B 2  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り (2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ) ■ 

L A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

L A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

L A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

L A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

L 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

L 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

L 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

L 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6.13. MSI/Plessey 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

M A 7 0  
読み取り無し ■ 

M A 7 1  
読み取り有り  

M B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し  

M B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り (1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ, Mod 10) ■ 

M B B 2  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り (2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ, Mod 10/10)  

M B B 3  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り (2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ, Mod 11/10)  

M A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

M A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

M A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

M A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

M 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

M 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

M 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

M 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  
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% 0 5  
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% 0 6  
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% 0 7  
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% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6.14. UK/Plessey 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

N A 7 0  
読み取り無し ■ 

N A 7 1  
読み取り有り  

N B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し  

N B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り ■ 

N A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

N A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

N A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

N A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

N 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

N 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

N 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

N 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
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6.15. Telepen 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

O A 7 0  
読み取り無し ■ 

O A 7 1  
読み取り有り  

O B 9 0  
ﾌｫｰﾏｯﾄﾀｲﾌﾟ 数字 ■ 

O B 9 1  
ﾌｫｰﾏｯﾄﾀｲﾌﾟ ASCII  

O B 9 2  
ﾌｫｰﾏｯﾄﾀｲﾌﾟ 自動切替  

O B B 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

O B B 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り  

O A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

O A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

O A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

O A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

O 0 A 2  

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、4 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢0｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

O 0 B 2  

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、10 桁に設定したい

場合は、｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢確定｣｢設定終了｣

の順でｽｷｬﾝします。 

00 

O 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

O 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 
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6.16. GS1 Databar(RSS14) 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

P A 7 0  
読み取り無し ■ 

P A 7 1  
読み取り有り  

P A 2 0  
ｺｰﾄﾞﾏｰｸ(]e0)送信無し ■ 

P A 2 1  
ｺｰﾄﾞﾏｰｸ(]e0)送信有り  

P A 3 0  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信無し ■ 

P A 3 1  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信有り  

P A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

P A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

P A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

P A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

P 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

P 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6.17. GS1 Databar Limited(RSS14 Limited) 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

Q A 7 0  
読み取り無し ■ 

Q A 7 1  
読み取り有り  

Q A 2 0  
ｺｰﾄﾞﾏｰｸ(]e0)送信無し ■ 

Q A 2 1  
ｺｰﾄﾞﾏｰｸ(]e0)送信有り  

Q A 3 0  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信無し ■ 

Q A 3 1  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信有り  

Q A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

Q A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

Q A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

Q A 5 1  
先頭 0 削除有り  

 



CM Series ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ｶﾞｲﾄﾞ 

pg. 62 
Copyright © 2014 

 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

Q 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

Q 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6.18. GS1 Databar Stacked(RSS14 Stacked) 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

R A 7 0  
読み取り無し ■ 

R A 7 1  
読み取り有り  

R A 2 0  
ｺｰﾄﾞﾏｰｸ(]e0)送信無し ■ 

R A 2 1  
ｺｰﾄﾞﾏｰｸ(]e0)送信有り  

R A 3 0  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信無し ■ 

R A 3 1  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信有り  

R A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

R A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

R A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

R A 5 1  
先頭 0 削除有り  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

R 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

R 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6.19. GS1 Databar Expanded(RSS Expanded) 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

S A 7 0  
読み取り無し ■ 

S A 7 1  
読み取り有り  

S A 2 0  
ｺｰﾄﾞﾏｰｸ(]e0)送信無し ■ 

S A 2 1  
ｺｰﾄﾞﾏｰｸ(]e0)送信有り  

S A 3 0  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信無し ■ 

S A 3 1  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信有り  

S A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

S A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

S A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

S A 5 1  
先頭 0 削除有り  

S 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

S 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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6.20. GS1 Databar Expanded Stacked(RSS Expanded Stacked) 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

T A 7 0  
読み取り無し ■ 

T A 7 1  
読み取り有り  

T A 2 0  
ｺｰﾄﾞﾏｰｸ(]e0)送信無し ■ 

T A 2 1  
ｺｰﾄﾞﾏｰｸ(]e0)送信有り  

T A 3 0  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信無し ■ 

T A 3 1  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信有り  

T A 6 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し ■ 

T A 6 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り  

T A 5 0  
先頭 0 削除無し ■ 

T A 5 1  
先頭 0 削除有り  

T 0 8 2  

前方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢前方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

T 0 9 2  

後方削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定範囲は 00~99 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの後方 2
桁を削除したい場合は、｢設定開始｣｢後方削除桁数｣｢0｣｢2｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

00 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
確定 

% O K  
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7. ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
7.1. ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ 

設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 C 6 0  
ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ送信無し  

8 C 6 1  
ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ送信有り ■ 

8 3 0 D  

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の 16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

で 2 桁の ASCII ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺ

ｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。ASCII ｺｰﾄﾞ 2 桁で 1 文字を表し、最大 8 文

字まで設定可能です。例えば、TAB(09h)に設定したい場合は、

｢設定開始｣｢ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ｣｢0｣｢9｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝし

ます。何も設定したくない場合は、｢設定開始｣｢ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

無し 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
A 

% 0 A  

B 

% 0 B  
C 

% 0 C  

D 

% 0 D  
E 

% 0 E  

F 

% 0 F  
確定 

% O K  
 
 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ名 ｺｰﾄﾞ ID ｺｰﾄﾞ桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ 
 
*)ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ名/ｺｰﾄﾞ ID/ｺｰﾄﾞ桁数/ｻﾌｨｯｸｽ/ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
*)ｺｰﾄﾞ ID は、読取ﾃﾞｰﾀの後に送信することも可能です。 
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7.2. ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 C 7 0  
ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ送信無し  

8 C 7 1  
ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ送信有り ■ 

8 3 8 D  

ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の 16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

で 2 桁の ASCII ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺ

ｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。ASCII ｺｰﾄﾞ 2 桁で 1 文字を表し、最大 8 文

字まで設定可能です。例えば、TAB(09h)に設定したい場合は、

｢設定開始｣｢ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ｣｢0｣｢9｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。何も設定したくない場合は、｢設定開始｣｢ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ｣

｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

CR/LF 
(0Dh/0Ah) 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
A 

% 0 A  

B 

% 0 B  
C 

% 0 C  

D 

% 0 D  
E 

% 0 E  

F 

% 0 F  
確定 

% O K  
 
 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ名 ｺｰﾄﾞ ID ｺｰﾄﾞ桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ 
 
*)ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ名/ｺｰﾄﾞ ID/ｺｰﾄﾞ桁数/ｻﾌｨｯｸｽ/ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
*)ｺｰﾄﾞ ID は、読取ﾃﾞｰﾀの後に送信することも可能です。 
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7.3. ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 2 0 D  

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の 16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

で 2 桁の ASCII ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺ

ｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。ASCII ｺｰﾄﾞ 2 桁で 1 文字を表し、最大 8 文

字まで設定可能です。例えば、TAB(09h)に設定したい場合は、

｢設定開始｣｢ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ｣｢0｣｢9｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝし

ます。何も設定したくない場合は、｢設定開始｣｢ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ｣｢確

定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

無し 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
A 

% 0 A  

B 

% 0 B  
C 

% 0 C  

D 

% 0 D  
E 

% 0 E  

F 

% 0 F  
確定 

% O K  
 
 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ名 ｺｰﾄﾞ ID ｺｰﾄﾞ桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ 
 
*)ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ名/ｺｰﾄﾞ ID/ｺｰﾄﾞ桁数/ｻﾌｨｯｸｽ/ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
*)ｺｰﾄﾞ ID は、読取ﾃﾞｰﾀの後に送信することも可能です。 
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7.4. ｻﾌｨｯｸｽ 
設定開始 

/ $ % E N T  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

Z E X T  

設定終了 

Z E N D  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

8 2 8 D  

ｻﾌｨｯｸｽ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の 16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

で 2 桁の ASCII ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣｢設定終了｣ﾊﾞｰｺ

ｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。ASCII ｺｰﾄﾞ 2 桁で 1 文字を表し、最大 8 文

字まで設定可能です。例えば、TAB(09h)に設定したい場合は、

｢設定開始｣｢ｻﾌｨｯｸｽ｣｢0｣｢9｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝしま

す。何も設定したくない場合は、｢設定開始｣｢ｻﾌｨｯｸｽ｣｢確定｣｢設

定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

無し 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

% 0 0  

1 

% 0 1  
2 

% 0 2  

3 

% 0 3  
4 

% 0 4  

5 

% 0 5  
6 

% 0 6  

7 

% 0 7  
8 

% 0 8  

9 

% 0 9  
A 

% 0 A  

B 

% 0 B  
C 

% 0 C  

D 

% 0 D  
E 

% 0 E  

F 

% 0 F  
確定 

% O K  
 
 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ名 ｺｰﾄﾞ ID ｺｰﾄﾞ桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ 
 
*)ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ名/ｺｰﾄﾞ ID/ｺｰﾄﾞ桁数/ｻﾌｨｯｸｽ/ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
*)ｺｰﾄﾞ ID は、読取ﾃﾞｰﾀの後に送信することも可能です。 
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補足 A ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ表 & ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ表 
 0 1 2 3 4 5 6 7 
0   SP 0 @ P ` p 
1 ↑ F1 ! 1 A Q a q 

2 ↓ F2 “ 2 B R b r 

3 ← F3 # 3 C S c s 

4 → F4 $ 4 D T d t 
5 Page Up F5 % 5 E U e u 
6 Page Down F6 & 6 F V f v 
7  F7 ‘ 7 G W g w 
8 Back Space F8 ( 8 H X h x 
9 Tab F9 ) 9 I Y I y 
A  F10 * : J Z j z 
B Home Esc + ; K [ k { 
C End F11 , < L ¥ l | 
D Enter F12 - = M ] m } 
E Insert Ctrl+ . > N ^ n ~ 
F Delete Alt+ / ? O _ o  

 
✔ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰｴﾐｭﾚｰｼｮﾝを有り(｢3.4. ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ｣)に設定した場合、01~1Fhex に対応する網掛け部分のﾌｧ

ﾝｸｼｮﾝｷｰが送信されます。但し、この機能は、USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽでのみ使用可能です。 
 
 

ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 
0 NUL DLE SP 0 @ P ` p  
1 SOH DC1 ! 1 A Q a q  
2 STX DC2 “ 2 B R b r  
3 ETX DC3 # 3 C S c s  
4 EOT DC4 $ 4 D T d t  
5 ENQ NAK % 5 E U e u  
6 ACK SYN & 6 F V f v  
7 BEL ETB ‘ 7 G W g w  
8 BS CAN ( 8 H X h x  
9 HT EM ) 9 I Y I y  
A LF SUB * : J Z j z  
B VT ESC + ; K [ k {  
C FF FS , < L ¥ l |  
D CR GS - = M ] m }  
E SO RS . > N ^ n ~  
F SI US / ? O _ o DLE  
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補足 B ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ名 ｺｰﾄﾞ ID ｺｰﾄﾞ桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ 
 
*)ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ名/ｺｰﾄﾞ ID/ｺｰﾄﾞ桁数/ｻﾌｨｯｸｽ/ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
*)ｺｰﾄﾞ ID は、読取ﾃﾞｰﾀの後に送信することも可能です。 
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補足 C ｻﾝﾌﾟﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
 
 

ｺｰﾄﾞ 39 

* C O D E  3 O F 9 *  
 
 
 
 
 

JAN-13 

3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 0  
 
 
 
 
 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5(ITF) 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0  
 
 
 
 
 

ｺｰﾄﾞ 128 

C o d e  1 2 8  B a r c o d e  
 
 
 
 
 

RSS-14 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 0 0 0 0 6 



CM Series ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ｶﾞｲﾄﾞ 

pg. 74 
Copyright © 2014 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Blank page 



CM Series ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ｶﾞｲﾄﾞ 

pg. 75 
Copyright © 2014 

修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販売店へご返送ください。尚、修理は

全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 

修理依頼書 

依頼日  

会社名  

部署名  

担当者  

メールアドレス  

電話番号  ＦＡＸ番号  

ご住所 

 

 

 

販売店名  ご購入日  

製品型番 (名称)  

製造番号 (S/N)  

付属品 ケーブル[                  ]･ＡＣアダプタ 

トラブルの症状を詳しく記入してください。 

また、症状を確認するために必要なバーコードラベルや磁気カード等があれば、修理品に添付してお送り

ください。 

 

 

 

 

 

症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1日に [    ]回程度 

インターフェイス ： □ キーボード □ RS232C □ USB 

  □ その他 [                                  ] 

接続ホスト ： メーカー [                                  ] 

   型番 [                                  ] 

その他、使用状況を記入ください。 

 

 

 

 

 

 

返送先 

 

 

 

 

 

見積・請求先 

 

 

 

 

 

スポットサービス時は、修理見積後に修理をキャンセルされた場合に限り、見積料として弊社

所定の料金を申し受けます。ご了承いただける場合は、押印の上、修理品に添付してご返送く

ださい。 

ご確認印 
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